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➡

平
日
で
あ
れ
ば
、
発
掘
し
た
遺

物
の
整
理
作
業
の
見
学
が
可
能

➡

土
器
、
陶
器
な
ど
は
破
片
を
組

み
合
わ
せ
て
接
合
し
復
元
も

いわき市考古資料館

学
べ
る
ト
ラ
ベ

い
わ
き
市
考
古
資
料
館
は
平
成

九
（
一
九
九
七
）
年
の
設
立
。
設

置
目
的
に
は
、「
市
民
の
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
市
内
の

学
術
的
に
貴
重
な
考
古
資
料
、
そ

の
他
歴
史
資
料
の
保
存
・
展
示
、

及
び
体
験
学
習
」
な
ど
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。

同
様
の
博
物
館
的
な
役
割
を
持

つ
市
内
他
施
設
と
の
違
い
は
、「
地

中
か
ら
発
掘
さ
れ
た
、
人
類
が
か

か
わ
っ
て
い
る
遺
物
」
が
対
象
。

化
石
や
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
古
道

具
類
な
ど
は
別
施
設
が
扱
う
。

「
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
・
ほ

る
る
」「
暮
ら
し
の
伝
承
郷
」
な

ど
と
違
っ
て
、
収
蔵
物
を
並
べ
る

簡
素
な
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
、
施
設
の
役
割
が
、
発
掘

調
査
と
発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
整
理

作
業
。

同
館
二
階
に
は
遺
物
整
理
用
の

作
業
室
が
あ
り
、
平
日
で
あ
れ
ば

い
つ
で
も
見
学
が
可
能
。
土
中
か

ら
発
掘
さ
れ
た
陶
片
、
木
片
、
骨

片
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
を
洗
っ

て
図
に
起
こ
し
、記
録
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
い
わ
き
駅
周
辺
の
再
開
発

で
は
、
数
百
箱
に
も
及
ぶ
遺
物
が

出
土
し
、
現
在
は
そ
の
整
理
作
業

で
大
勢
の
人
員
が
働
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
発
掘
作
業
を
経
て
、
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陶棺

➡

年
に
三
回
実
施
さ
れ
る
考
古
資
料
館
ま
つ
り
に
は
、
市
内

を
中
心
に
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
る

➡
収
蔵
品
の
シ
ン
プ
ル
な
展

示
は
、
数
の
多
さ
が
特
徴

資料館のほか、遺物などを保管する収蔵庫も併設

■住　所＝いわき市常磐藤原町手這50－1
■休館日＝毎月第3火曜日（祝日の場合翌日）、
　　　　　1月1日
■開館時間＝9～17時（入館16時30分まで）
■入館料＝無料
　　　　　遺物整理作業の見学は平日のみ
■電　話＝0246－43－0391

いわき市考古資料館データ

いわき再発見シリーズ17

展
示
物
の
多
さ
も
大
き
な
魅
力

同
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
遺
物
は

約
千
五
百
点
。
土
器
、
陶
磁
器
、

石
器
、
勾ま

が
た
ま玉
、
土ど
ぐ
う偶
な
ど
、
旧
石

器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
そ

ろ
っ
て
い
る
。

「
市
内
の
歴
史
資
料
を
見
て
も

ら
え
る
。
同
じ
分
野
の
遺
物
と
し

て
は
、
展
示
数
が
多
い
と
こ
ろ
が

魅
力
の
ひ
と
つ
」
と
、
木
幡
成
雄

館
長
は
説
明
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
、
平
成
三
十
年
度

の
利
用
者
数
は
約
一
万
二
千
人
。

コ
ロ
ナ
禍
後
の
令
和
四
年
度
は

六
千
人
程
度
と
半
減
。
人
気
の
勾

玉
づ
く
り
を
は
じ
め
、
土
器
・
土

偶
・
埴は

に
わ輪
づ
く
り
な
ど
の
体
験
教

室
の
回
数
を
増
や
し
、
利
用
者
回

復
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

年
に
三
回
行
う
「
考
古
資
料
館

ま
つ
り
」
に
は
、
家
族
連
れ
を
中

心
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
体
験
教

室
の
ほ
か
、
火
お
こ
し
、
原
始
的

な
弓
矢
の
的
当
て
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ゲ
ー
ム

「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、
石

や
木
を
採
取
し
て
、
石
お
の
、
つ

る
は
し
な
ど
の
道
具
を
手
作
り

し
、
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
を
送
る
。

こ
う
し
た
原
始
時
代
の
知
識
が
、

現
代
の
ゲ
ー
ム
な
ど
で
も
、
役
に

立
つ
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

市
内
に
は
千
四
百
カ
所
を
超
え

る
遺
跡
が
あ
り
、
開
発
事
業
や
、

道
路
建
設
な
ど
が
あ
る
と
、
新
た

に
発
掘
調
査
が
必
要
な
遺
跡
、
遺

構
、
遺
物
の
発
見
が
伴
う
。

「
開
発
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し

ま
う
資
料
を
保
存
し
、
い
わ
き
に

住
ん
で
い
た
人
の
生
活
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
同
館
の
大
き
な

役
割
」
と
、
木
幡
館
長
は
語
っ
て

い
た
。　

　
　
　
　
　
　
　（
和
）

市南部の後田地区の古墳から出
土した陶製の棺。東北では唯一の
発見例で、市内で出土する埴輪な
どを作成していた工人が作ったの
ではないか、と推測されている。

秘蔵品

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）
https://www.kaneman.net/

■ オンラインショップ
www.kaneman.net
インターネットでのご注文はこちら▶


